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【主な著書】
・『地域力再生の政策学』（共著／ミネルヴァ書房／2010年）

・『地域貢献としての大学シンクタンク』（編著／公人の友社／2013年）

・『地域公共人材をつくる』（共著／法律文化社／2013年）

・『地方自治を問いなおす』（共著／法律文化社／2014年）

・『もう一つの自治体行革』（編著／公人の友社／2014年）

・『持続可能な地域実現と大学の役割』（共著／日本評論社／2014年）

・『地域力再生とプロボノ』（編著／公人の友社／2015年）

・『地域創生の最前線』（編著／公人の友社／2016年）

・『自治体政策への提言』（共著/北樹出版/2016年）

・『「みんな」でつくる地域の未来』（共著/公人の友社/2017年）

・『合併しなかった自治体の実際』（編著/公人の友社/2017年）

・『現場から見た「子どもの貧困」対策』（共著/公人の友社/2018年）

・『NPO最善線』（共著/京都新聞出版/2018年）

・『自治・分権と地域行政』（共著/芦書房/2020年）

・『話し合い学を作る』（共著/ひつじ書房/2020年）
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【これらの企業に共通することとは？】

日本IBM、東芝、日立製作所、富士通、ロー
ト製薬、ソフトバンク、DeNA、新生銀行、HIS、

ユニ・チャーム、カゴメ、みずほ銀行、コニカミ
ノルタ、サイボウズ、グロービス、ライオン、ヤ
フー、リクルート、メルカリ、サイバーエージェ
ント、ソニー、佐川急便、伊藤忠商事、ユニ
リーバ、ダイハツ、IHI、全日空etc・・・
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１．はじめに

【副業容認企業】

28.8％（2018年）
↓

49.6％（2020年）

（出所）マイナビ「働き方、副業・兼業に関するレポート」
（https://www.mynavi.jp/news/2020/10/post_28795.html）（2021年１月25日閲覧）
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【背景（１）】



１．はじめに



（出所）https://financial-field.com/household/2018/11/25/entry-29795
（2020年９月５日閲覧）

１．はじめに

https://financial-field.com/household/2018/11/25/entry-29795%EF%BC%882020%E5%B9%B4%EF%BC%99%E6%9C%885


１．はじめに

【背景（２）】
・ 「ニッポン一億総活躍プラン」 （2016年）
・働き方改革担当大臣（2018年）
・ 「働き方改革を推進するための関係法律の整備

に関する法律」（2018年）
・厚生労働省のモデル就業規則の見直し（2018年）

※原則「禁止」から原則「容認」へ

↓

2018年が「副業元年」に
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４．副業と地域公務員



１．はじめに

【背景（３）】

（出所）毎日新聞（2020年3月26日）
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２．副（複）業をめぐる概念整理

【自治体×副（複）業】
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【プロボノ】

・ラテン語で「公共善のために」を意味するpro bono 

publicoの略語で、2011年に（特活）サービスグラ
ント代表の嵯峨生馬が広めた概念。

・「法律や会計、広報といった職業上の専門性を生
かし、公益活動に無償で携わる活動」のこと。

２．副（複）業をめぐる概念整理
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２．副（複）業をめぐる概念整理
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【パラレルキャリア（複業）】

・ P・F・ドラッカーが『明日を支配するもの』（1999年）の
中で「仕事以外の仕事を本業外で有し、社会活動等
に参加することにより、本業とそれ以外のキャリアを
両立させる生き方」として提唱した概念。

・パラレルキャリアは収入面よりも自己実現性やキャリ
ア性、社会貢献性が強調される。

・「２枚目の名刺」や「プロフェッショナル＆パラレルキャ
リア・フリーランス協会」などのブームになる前からの
支援団体も存在。

２．副（複）業をめぐる概念整理
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２．副（複）業をめぐる概念整理
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３．自治体と副業（複業）

【自治体の副業（複業）をめぐる３つの流れ】

（１）自治体職員による副業推進
cf）全国の４割（703）の自治体が副業における独自許可基準

（２）自治体における外部の副業人材活用
cf）北海道余市町、埼玉県横瀬町、長野県塩尻市、奈良県生駒市、同三宅町、静岡県浜松市など

（３）（１）（２）のハイブリット
cf）神戸市、福山市

↓

能勢町や宮津市はこのうち（２）がベース
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３．自治体と副業（複業）
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３．自治体と副業（複業）
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「本当に尊敬に値する上司と出会った。

こんなことを言っていた。

公務員は優秀だ。

みんないい刀を持っている。

でも刀を抜いているやつを見たことがない」

（山田 崇）

杉岡秀紀（福知山公立大学）

３．自治体と副業（複業）
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【（１）自治体職員による副業事例①】神戸市

杉岡秀紀（福知山公立大学）

３．自治体と副業（複業）
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【（１）自治体職員による副業事例②】福知山市

杉岡秀紀（福知山公立大学）

３．自治体と副業（複業）
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３．自治体と副業（複業）
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【（１）自治体職員による副業事例③】
◯自治体職員が文化財保存のNPOで活動する（神戸市、福知山市）
◯自治体職員が高校の探究学習を支援するNPOの代表として活動する
（福知山市）
◯自治体職員が空き家を自ら借り、商店街再生に取り組む（塩尻市）
◯自治体職員が休日に地域のサッカーのコーチを務め、月４〜５回程度
の指導で１万円程度の報酬をもらう（生駒市）、
◯自治体職員がバレーボールチームに所属し、職員とプロ選手の二足の
わらじをはく（舞鶴市）
◯自治体自治体職員が休日を利用し、職員とギター職人との二足のわら
じをはく（名張市）
◯自治体職員が地元でフォトウェディングで撮影補助をする（福知山市）
◯自治体職員が大学で非常勤講師をする （福知山市）

→地方公務員から地「域」公務員へ

３．自治体と副業（複業）



28

【（２）自治体の副業人材活用の具体例】

杉岡秀紀（福知山公立大学）

３．自治体と副業（複業）
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【（２）自治体の副業人材活用の具体例】

杉岡秀紀（福知山公立大学）

３．自治体と副業（複業）
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【（２）自治体の副業人材活用の具体例】

市のHPモタリングや動画制作にプロとして伴走
ex）条件は、業務委託、報酬月１〜10万円、原則オンライン参加

杉岡秀紀（福知山公立大学）

３．自治体と副業（複業）
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【メリット】

（１）ジグソーパズル型思考＜レゴ型思考

（２）自分の名前と実力（市場価値）で地域（社会）
に貢献でき、副収入も得られかつ直接感謝の
言葉を得られる。

（３）副業で得た知識・スキル・ネットワークなどが
本業に生きる（還元できる）

cf）リクルートキャリア（2019）「兼業・副業に対する企業の意識調査（N=3514）」によれば、

副業を推進・容認している企業のうち３割以上が「本業に還元できている」と回答

４．パラレルキャリアの醍醐味
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【課題（企業サイド）】

（１）職員の長時間労働や過重労働を助長？

（２）情報漏洩のリスク？

（３）労働時間の管理・把握の困難性？

（４）人手不足や人材の流出の恐れ？
↓

まずは本業の就業規則（副業規定）確認！
杉岡秀紀（福知山公立大学）

４．パラレルキャリアの醍醐味
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・石山恒貴（2015）『時間と場所を選ばないパラレルキャリアを始
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•稲継裕昭（2012）『地域公務員になろう』ぎょうせい。

•大森彌・大杉覚（2019）『これからの地方自治の教科書』第一法
規。

•嵯峨生馬（2011）『プロボノ』勁草書房。

•清水正樹（2020）『専業禁止』小学館。

・西村創一朗（2018）「複業の教科書』、ディスカバー・トゥエン
ティワン。

•P・F・ドラッカー（1999）『明日を支配するもの』ダイヤモンド社。

•三原菜央(2018）『自分らしく働くパラレルキャリアのつくり方』秀
和システム。

•柳内啓司（2013）『人生が変わる２枚目の名刺』クリスメディア
パブリッシング。
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二兎を追って

二兎を得られる世の中へ

５．おわりに
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